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テレビ放送コンテンツ適応提示のための
ダウンロード連携フレームワーク

小俣拓也事 橋本範之事 重野寛章 沼田誠f 妹尾宏f
放送サーピスについて視聴者の多様なニーズが生まれてきている. しかし多様なニーズを統合的
に実現するフレームワークはなく，メタデータの記述法や送出法，視聴端末の機能要求や放送局に
おけるアクセス管理が課題である. そこで本研究では，テレピ放送コンテンツを適応的に変換し提示
するサーピスを実現するダウンロード連携フレームワークである， C O O P を提案する. C O O Pによ
り，放送局から配信するメタデータの量の低減，視聴端末の機能要求の低減，適応的に変換し提示す
るサーピスに使用するデータを分散することが可能になる. そして， C O O Pのプロトタイプシステ
ムを実装し，放送局と視聴時の観点から C O O Pの有用性を検討する.
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It 泊 w e1l known that in television the viewing sty畑町e b田 o m泊g personalized and demands for 
diver飽 n偲 ds are arising. However there is no study realizing to adapt various n偲 ds旭 a integrative 
way. In this paper， we propωe a  COOPeration Framework using Download for Contents Conversion 
in T V  Broadcasting Servic四 (COOP). C O O P  makes 比pωsibleωreduωd回ぽiption and de1ivery 
of metadata and functional n舘 ds of terminal 組 d to distribute data which is used in adaptation 
functions. In addition， we implemented a  proto勿pe system to realize our prop凶 ed ml民:hanism.
Evaluation 紅 e carried out with 凶 sting methods from the st組 dpoint of the produωwho is the 
system actor， and viewぽ . A nd  the evaluation shows the the significance of the propωed method. 
はじめに 仮定し，それと類似した映像からダイジェストを作

インターネットでは，コンテンツをユーザへ適応
するサーピスが数多く見られる. 例えば，視覚障害

成する研究 [1] や視聴者の視聴行動を観察すること
により視聴者の興味を推定する研究開がある. ま
た通信を利用する研究として， W e bのテクニックで
あるトラックパックを放送コンテンツに利用するシ
ステム [9] がある.

者のために W e b の内容を読み上げるソフトウェア
によるサービスが提供されでいる.
一方で放送では，コンテンツを視聴者へ適応する
サービスの研究として AdapTV[3] があげられる.
AdapTV とは視聴者の趣味噌好や視聴状況に応じ
て放送コンテンツを適応的に変換し視聴者へ提示す
る視聴環境適応型サービスである. AdapTVのサー
ビスとして視聴者の学習レベルに応じた教育番組の
再構成，視聴時間に合わせたニュースのダイジェス
ト提示などが考えられている. AdapTV以外の研究
としては，視聴者が過去に見た映像シーンを好みと
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しかし，放送コンテンツを適応的に変換し提示す
るサーピスを実現するには三つの課題がある. 第一
に放送局が事前に用意するメタデータが送信される
前提であることである. 第二に視聴端末に対する機
能要求が大きいことである. 第三に通信と連携した
サーピスを実現する際の放送局におけるアクセス管
理である.
そこで本研究では，テレビ放送コンテンツ適応提

示のためのダウンロード連携フレームワークである
C O O P を提案する. C O O P は，放送コンテンツを
適応的に変換し提示するサーピスを行う際に，イン
ターネット上にあるデータを利用する視聴者適応型
放送サービスのフレームワークである. C O O Pでは，
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視聴端末はインターネット上からサーピスに必要な
データをダウンロードする. これにより放送局から
配信するメタデータの量を低減すること，視聴端末
の機能要求の低減すること，適応的に変換し提示す
るサーピスに使用するデータを分散することが可能
になる.

2  テレビ放送に関する研究動向
2.1 放送コンテンツ適応提示
視聴端末の発達により視聴者の視聴スタイルは多

様化し，様々なサービスの実現が可能になっている.
それに起因して視聴者のニーズも多様化し，テレビ放
送コンテンツを適応的に変換し提示することが求めら
れている. これを放送コンテンツ適応提示という. そ
こで放送コンテンツ適応変換を実現する AdapTV[3]
が研究されている. テレピ放送コンテンツに求めら
れる適応的な提示はふたつある. ひとつは視聴環境
への適応である. 視聴端末には携帯端末からハイビ
ジョンテレピまで様々な形態が想定されるためであ
る. 例えば，視聴端末のサイズや解像度に合わせた
放送コンテンツの提示 [4] が挙げられる. もうひとつ
は視聴者への適応である. 視聴者によって，放送コ
ンテンツの重要性や理解度が異なるためである. 伊j
えば，視聴履歴によるニュースダイジェストの作成
[5] や操作履歴に基づく語学番組の提示手法問が挙
げられる.

2.2 適応提示と通信の連接
2.1節の放送コンテンツを適応的に変換するサー
ピスにおいて，放送だけでなく通信も用いる手法も
研究されている. W e b 2 T Vや恥b2百 lkshow[7] は，
TVML[8] を使用して W e b コンテンツを放送コンテ
ンツに変換するシステムである. 視聴端末が任意の
悦 b コンテンツを取得し，視聴者に提示することが
できる. Broadc錨 t TB[司はJ W e bのテクニックで
あるトラックパックを放送コンテンツに利用するシ
ステムである. Broadcastτ3 によって，ユーザは
放送コンテンツに対して Weblog等を利用してコメ
ントを投稿でき，放送局はそれを利用することがで
きる.

3  放送コンテンツ適応提示の課題
3.1 メタデータの作成と記述
既存研究では，放送局から視聴端末に対してメタ
データを配信することを前提としているものが多い.
例えば [4]では，放送局は放送コンテンツのシーンご

とにメタデータを作成しなければならない. このよ
うなアプローチでは，放送局は事前に視聴者が使用す
ると想定されるサービスの種類だけメタデータを作
成する必要がある. また多くの研究においてメタデー
タは自由な形式で記述されているため，共通化が必要
な場合には M P EG-7やMPF(Metadata Production 
Framework) [10}などにより記述を統一する必要があ
るとともに、サービスやメタデータの追加が可能な
方式であることが望ましい.

3.2 視聴端末の処理機能
放送コンテンツ適応提示の機能は視聴端末に搭載
される. 放送コンテンツ適応提示を統合的に実現す
るため，利用可能なサービスの処理システム全てを
視聴端末に搭載する必要がある. しかし多様なニー
ズに応えるために，サービス毎に処理システムを実
装するアプローチでは限界がある. また，研究され
ているサービスは多数存在するが，必ずしもすべて
のサービスが必要とすることではないため，視聴す
るサービスを選択できる機能や，新しく追加された
サーピスへ対応できる機能などが必要である.

3.3 通信との連携におけるアクセス管理
リアルタイムの視聴を起点として通信と連携した

放送コンテンツ適応提示サービスを考えると，同時
刻に放送局のサーパ上の同じデータへのアクセスが
集中することが推測される. 従って，放送局のサー
パへのアクセスを集中的に管理可能な仕組みか分散
的に管理可能な住組みの実現が必要とされる.

4  C O O Pの提案
4.1 フレームワークの概要
本研究ではテレビ放送コンテンツ適応提示のため
のダウンロード連携フレームワークである C O O P を
提案する. C O O P はふたつの特徴を持つ. ひとつは，
放送コンテンツに対するメタデータの分類と配信で
ある. もうひとつは，視聴端末での処理機能の簡略
化である. C O O P により，放送局から毘信するメタ
データの量の低減，視聴端末の機能要求の低減，放
送コンテンツ適応援示に使用されるデ} タを分散す
ることが可能になる.

4.2 メタデータの分類と配信
放送コンテンツ適応提示サービスを想定する際の，
放送コンテンツに対するメタデータの内容はふたつ
に分類することが出来る. ひとつめは従来から放送
局が配信している放送コンテンツに対する解説情報
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図 1:メタデータの分類と配信

後楽手法

11- 1  
W.(y三 t-'t:!.':1. 11-1  
巨a't:Y .:l，. Ja. 1  -トリ包，グルール 1  

1. 
復忠章者

巨ヨ 勺円-，-，，-...阿A
. . . .ルール
.  c1C .  • 

図 2: C O O P の機能概要

である ふたつめは各放送コンテンツ適応提示サー
ピスを実現するために必要な情報である C O O P で
は後者を別のメタデータとして通信を用いて視聴者
に配信する
図 l にその概要を示す. 放送コンテンツに対する

解説情報を記載したメタデータ( 以下，放送局メク
データ) は，放送局から視聴端末へ配信される 各
放送コンテンツ適応援示サービスを実現するために
必要なデータ( 以下，適応援示データ) は，視l鼠端
末がインターネット上の適応提示サーバからダウン
ロードする. 適応提示データを放送局からの配信と
分けることにより，放送局から配信するメタデータ
だけでなく，放送局以外にも適応援示データを作成
する制作者( 以下，準制作者) を設置でき，放送コ
ンテンツ適応提示に使用されるデータを分散するこ
とが可能になる

4.3 視聴端末の処理機能の簡略化
C O O P において視聴端末はダウンロードモジュー

ノレとルールベースモジューノレで構成する. ダウンロー
ドモジューノレは各適応提示のサーピスに必要な機能
や情報をダウンロードするモジューノレである.ノレーノレ
ベースモジューノレはダウンロードしたデータから放
送コンテンツ適応提示を実現するモジューノレである.
図 2 に C O O P の機能概要を示す放送コンテン
ツ適応提示サービス毎に処理システムをモジューノレ
化する場合には，視I隠端末はすーピスに想定される
全ての処理システムを保持しなければならず機能要
求は高い 一方 C O O P では，視聴者が必要とする
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図 3: C O O P のデータフロー

放送コンテンツ適応援示サーピスの処理システムの
みを視聴端末に保持する. 必要とする処理システム
をダウンロードモジューノレによってダウンロードし，
ノレーノレベースモジューノレが放送局メタデータと視聴
端末のデータを参照しながら放送コンテンツ適応提
示を実現する 従って，必要以上に処理システムを
保持する必要がなく，また共通のノレーノレベースシス
テムを使用するため，視聴端末に対する機能要求を
既存手法よりも低減できる

4.4 C O O P のデータフロー
図 3 に C O O P のシステム構成と処理の流れを示

す放送局は放送コンテンツと放送局メタデータを
視聴端末へ配信する 視聴端末は放送局や準制作者
が作成した放送コンテンツ適応提示のデータを適応
提示サーバからダウンロードする また，視聴者は
視聴端末プロファイノレを視聴端末へ入力する. 視聴
端末は視聴開始前に視隠者が選択した放送コンテン
ツ適応提示サービスの処理システムをダウンロード
モジューノレでダウンロードする. 視聴者が視聴開始
すると視聴端末は放送局から配倍された放送コンテ
ンツと放送局メタデータを取得する そして，放送
局メタデータに記載された情報を基にして，適応提
示サーパから放送コンテンツ適応提示に必嬰なデー
タをダウンロードする 視聴者が適応提示を要求し
た場合，視聴端末は適応提示処理されたコンテンツ
を提示する また，視聴者が適応提示を要求しなけ
ればa 放送コンテンツをそのまま録示する.

ダウンロードモジュール
ダウンロードモジューノレは視聴端末におけるダウ

ンロー ドのインタフェースである ダウンロードモ
ジューノレは，視聴端末から放送局メタデータを受け
取り，放送局メタデータに記述されているサーバか
ら適応提示データをダウンロードする また，適応健
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示データに記載されている放送コンテンツ適応提示
に必要なデータを，インターネットからダウンロ]
ドする.

ルールペースモジュール
ノレールベースモジューノレはダウンロードモジュー
ルが取得した適応提示データに記述されているノレー
ノレに従って動作する. ルールベースモジュールは放
送コンテンツ適応提示の処理結果を出力し，視聴端
末に渡す. 例えば画面再構成( トリミング) の場合，
放送局メタデータから各シーンの撮影状況( ロング
ショット etc…) を取得し，適応提示データから画面上
でトリミングして良い範囲の情報を取得し，視聴端
末プロファイルを入力する. ルールペースモジュー
ルが撮影状況からトリミングすべきと判断した場合
に適応提示データに記された範囲内でトリミングさ
れる.

適応提示サーバ
適応提示サーバはインターネット上のサーパであ
り，放送コンテンツ適応提示に必要なデータのアッ
プロードを受け付ける. そして，視聴端末は必要に
なったときに放送コンテンツ適応提示に必要なデー
タを適応提示サーノ〈からダウンロードする. 適応提
示サーバは放送局だけでなく準制作者も設置するこ
とが出来，またアップロードすることが出来る.

5  プロトタイプシステム
5.1 システムの概要
プロトタイプシステムでは KOMATV[9] を拡張
した. 図 3 における放送局を K O M A T Vサーパが
担い，視聴端末を K O M A T Vアプリケーションが担
う. K O M A T Vアプリケーションが起動すると選択
された放送コンテンツ適応提示の処理システムを適
応提示サーノ効= らダウンロードする. 視聴する放送
コンテンツが選択されると K O M A T Vアプリケー
ションは K O M A T Vサーノ効= ら放送コンテンツと放
送局メタデータを受信する. ダウンロードモジュー
ノレは放送局メタデータ内の適応提示データのりンク
情報を参照し，適応提示サーパから適応提示データ
をダウンロードする. 適応提示データからさらにダ
ウンロードする必要のあるデータがある場合はイン
ターネットからダウンロードする. ルールベースモ
ジュールは放送局メタデータ，適応提示データ，視
聴端末プロファイルをもとに，適応提示の処理結果
をK O M A T Vアプリケーションに渡す. K O M A T V  

アプリケーションは適応変換された放送コンテンツ
を視聴者に提示する.

5.2 システムの構成要素
K O M A T Vサーバ
K O M A T Vサーバは J VoD サーバと放送局メタ
データサーノ〈から構成され，視聴端末に放送コン
テンツと放送局メタデータを配信する. 動画サー
バは FI槌 h Media Se I ' V i 弘放送局メタデータサー
バは A pa.che によって実装し，放送コンテンツは
FI鎚 hVidω，放送局メタデータはX M Lである. KO-
M A T Vサーパは視聴端末内のK O M A T Vアプリケー
ションから視聴要求を受信すると，放送コンテンツと
コンテンツメタデータを K O M A T Vアプリケーショ
ンに送信する.

K O M A T Vアプリケーション
K O M A T Vアプリケーションを Flashによって実
装した. K O M A T Vアプリケーションは以下の役割
を持つ.
・ユーザインタフェース
• K O M A T Vサーパから放送コンテンツと放送局
メタデータを受信

・視聴者からの放送コンテンツ適応提示サービス
の要求で，ダウンロ} ドモジューノレとルールベー
スモジュールを起動

・放送コンテンツ適応提示サービスの処理結果に
従って放送コンテンツを視聴者に提示

・視聴者からの要求に応じて適応提示を起動

ダウンロードモジュール
ダウンロードモジュールは K O M A T Vアプリケー
ションから受取った適応提示データの U R L を元に
適応提示サーパにアクセスし，適応提示データをダ
ウンロードする. 適応提示データは形式の決まった
XMLファイノレである. ダウンロードモジューノレはそ
のXMLファイルをパースすることで，ルールベース
モジューノレを駆動するために必要なルールの集合を
抽出し，抽出結果をルールベースモジュールに渡す.

ルールペースモジュール

temShell)によって実装した. ルーノレベースモジュー
ルは，ダウンロードモジュールから受取った適応提
示データに記述されているノレールに従って動作する.
最後に，ルールベースシステムの出カ結果を X M L
ファイル形式として出力しJ K O M A T Vアプリケー
ションに渡す.
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表 1 プロダクシヨンノレーノレ( 141 より一部改)
11 強制表示シーン | 重要シーン | 時柑シーン |

強制表示ンーン 強制3/1."， 強制表示 強制表示

見たいシーン 強制漢方電 領壇表示 明埴表示

おま泊吋tシーン 強制褒F 明域漢方て 拡大表示

見たくないシーン 強制表示 制限表示 剛陣表示

適応提示サーバ
適応提示サーバは Apache による W eb サーバを
利用した K O M ATV アプリケーションは URL を
指定することで適応援示データを取得することがで
きる

5.3  プロトタイプシステムの適応提示の例
プロ トタイプシステムは放送コンテンツ適応提示

の例と してE “ダウンロード型画面再構成" を実装し
た K O M A T V を小さい画面で視聴する際に視認性
を高めること を目的とする. 既存手法 [4J を参考に
して視聴端末プロファイノレ，放送コンテンツに関す
るデー久ノレーノレを用意した

視聴端末プロファイル
視聴端末プロファイノレは視聴端末に保持されてい
る. 放送コンテンツのシーンごとの粒度で，視聴者
の要求を四段階で表す. 第ーは f強制表示シーン」
で，映像の変換表示を許容しない. 第二は「見たい
シーン」で，映像の変換表示を許容するが，後述す
る‘領域表示" を要求する 第三は「おまかせシー
ンJ で，映像の変換表示を許容する 第四は f見たく
なしシーンJ で，後述する“制限表示" を要求する.
放送コン子ンツに関するデーヲ
放送コンテンツに関するデータは適応提示サーバ
からダウンロードされる 放送コンテンツのシーン
ごとの粒度で，放送コンテンツ制作者の意図を三段
階で表す. 第ーは「強制J表示シーン」で，映像の変
換表示を許さない. 第二は「重要シーン」で，映像
の変換表示を許容するが，後述する
推奨する. 第三は「おまかせシ一ン」で，映像の変
換提示を許容する
ルールデー告
視聴端末プロファイノレとコンテンツに関するデー
タの組み合わせに応じて表示手法を決定する。表 1
にプロダクションノレーノレを示す 械の項目に制作者
の意図，縦の項目に視聴者の要求を示している ま
た，各表示手法を次に示す。

図 4: トリ ミングなし 図 5・トリ ミングあり

- 領域表示
シーン内容を理解するために最低限必要な画面
領減を トリミングして表示する手法

・制限表示
岡函の縮小表示や字幕スーパーによる注意喚起
によって番組映像の表示を制限する表示手法

・強制表示
番組映像をそのまま視聴端末に表示する手法

. 拡大表示
視聴端末のディスプレイ解像度とオブジェクト
の大きさに応じてトリミング表示することによ
り，視認性を改善する表示手法.

制作者の意図が“重要なシーン" あるいは視聴者の
要求が“見たいシーン" の場合は，シーンの内容理解
を重視し，“領域表示' を行う. ただし，視勝者の要
求が“見たくないシーン" の場合は，視聴、者の要求
を優先し，“制限表示" を行う . 制作者の意図，視聴
者の要求が共に“おまかせシーン" の場合は，大幅
に映像を変換しても構わないと判断し，“拡大表示"
を行う 制作者の意図，視聴者の要求のどちらかが
“強制表示" の場合には “強制表示" を行う
ダウンロード型画面再構成の出力例
図 4にトリミングしない場合，図 5にトリミング
した場合の出力結果を示す. 特定のオブジェクトを
追いかけた場合に，そのオブジェクト部分のト リミ
ングを提示している 従って，小さい画面の端末で
視聴する際には，格段に視認度が高くなっているこ
とが直感的にわかる

6  考察
視聴端末適応型画面再構成システム [4J を例に，適

応提示に必要なデータをすべて放送局側から送る手
法に対する COOP の特徴を放送局および視聴の観
点で述べる.

6.1 放送局からの観点
適応提示に必要なデータを全て放送局が視聴端末
するのに対し， COOP では適応援示データをサー
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パにアップロードする. C O O Pは適応提示データの
作成とアップロードは放送局以外も想定し，適応援
示データのみを作成する準制作者による放送コンテ
ンツ適応提示サーピスの提供が可能である. 準制作
者によって放送局の用意する適応提示データの量を
低減し，適応援示データを準制作者のサーパへ分散
可能である. また，タイムシフト視聴を想定した場
合，従来手法では放送局は放送コンテンツ作成時に
適応提示データも全て用意しておく必要があるのに
対し， C O O Pでは，放送コンテンツ作成後も更新可
能である.

6.2 視聴からの観点
従来手法では視聴者は放送局が用意した適応提示
から選択する形態である. 一方 C O O P では，視聴
者は放送局だけでなく準制作者を含めた放送コンテ
ンツ適応提示サービスから，視聴者が選択すること
ができる. 従って視聴の観点では，放送コンテンツ
適応提示サーピスのバリエーションが豊富である特
徴がある.

7  おわりに
放送サービスにおいて多様なニーズを統合的に実
現するフレームワークはなく，実現するに当たって課
題が三つあった. 放送局が事前に用意するメタデータ
の記述法とデータ量，視聴端末の処理機能，放送局で
のアクセス管理である. そこで本研究では，インター
ネットからデータを利用する環境を想定したテレピ
放送コンテンツ適応提示のためのダウンロード連携
フレームワークである C O O P を提案した. C O O P  
では，放送コンテンツ適応提示サービスに必要なメ
タデータを分類し，視聴端末をダウンロードモジュー
ノレとルールベースモジュールに簡略化した. そして，
本提案のプロトタイプを実装した. 放送局と視聴の
観点から， C O O Pの特徴と利点を述べた.
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